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Ⅰ　事業概要

　１　開催概要

（１）　目　　的　

外国人登録者数が約 40 万人で総人口の３％を占める東京。グローバル化する東京が抱える

問題点や課題、国際協力のあり方などを都民の皆さまとともに考え、国際化への理解と認識を

深める機会とします。

（２）　実施方法

　分科会方式　（４分科会）

（３）　内　　容

①　実践者から学ぼう！国際協力のシゴト、はじめの一歩

②　わかる日本語による情報提供～新たな取組を紹介！

③　行ってみよう防災訓練、進めよう地域の取組

④　わかる日本語～ワークショップ　

　　～外国人にとって、「わかる日本語」は本当にわかりやすいか

（４）　日　　時　　　平成 25 年２月 13 日（土）10:00 ～ 16:00

（５）　場　　所　　　東京ウィメンズプラザ（渋谷区神宮前 5-53-67）

（６）　定　　員　　　各分科会　50 人

（７）　参 加 費　　　無　料

（８）　主　　催　　　東京都国際交流委員会　　国際交流・協力ＴＯＫＹＯ連絡会

（９）　共　　催　　　東京都　　日本国際連合協会東京都本部

（10）　後　　援　　　ＪＩＣＡ地球ひろば　　財団法人自治体国際化協会



-2-

視聴覚室
第1，３分科会会場

第１会議室
第２，４分科会会場

2

視聴覚室（1F）

午前　10:00 ～ 12:30

　外国人登録者数が約40万人で総人口の3%を占める東京。

グローバル化する東京が抱える問題点や課題、国際協力の

あり方などを都民の皆さまとともに考え、国際化への理解

と認識を深める機会とします。

開催場所 東京ウィメンズプラザ
（東京都渋谷区神宮前 5-53-67）

受　　付 午前分科会 9：30 から
午後分科会 13：00 から

定　　員 各 分 科 会 50 名

開催日時 平成 25 年 2月 23日（土）

10：00 ～ 16：00

実践者から学ぼう！国際協力のシゴト、はじめの一歩

　国際協力を仕事として活躍している方や、国際協力に関して一歩を踏み出し実際に活動を
行っている方などにご登壇いただき、多様な形で国際協力に関わる方法やその業務・活動内容
などについてお話いただきます。参加者には、それぞれの登壇者の話を聞くことで国際協力へ
の理解を深めると同時に「自分にどのような関わり方ができるのか」、考えるきっかけを提供
します。

富野　岳士 氏　　（特活）国際協力NGOセンター　事務局次長

山口　真司 氏　　富士ゼロックス株式会社
 プロダクションサービス営業本部マーケティング部
門田瑠衣子 氏　　エイズ孤児支援NGO・PLAS 代表理事

笹生　健司 氏　　千葉県総合企画部国際課副課長

宇都　喬之 氏　　横浜国立大学公認　国際協力サークル Tree of Message

コーディネーター

パ ネ リ ス ト
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視聴覚室（1F）

第１会議室（2F）

午後　13:30 ～ 16:00

第１会議室（2F）

基 調 講 演

パ ネ リ ス ト

「わかる日本語」による情報提供
　　～新たな取組を紹介！

　「わかる日本語」は、多言語による情報提供を補完するばかりでなく、みんなにわかりや
すく情報提供するという意味で、多文化共生社会や高齢化社会などに幅広く門戸を開くツー
ルです。
「わかる日本語」を広めるための試みは着々と進んでおり、ここではその新たな取組につい
てご紹介し、今後の展望を探ります。

庵　　功雄 氏　　一橋大学国際教育センター・言語社会研究科　准教授
越智　慎司 氏　　NHK報道局ネット報道部　専任記者（制作）

コーディネーター 梶村　勝利 氏　　東京日本語ボランティア・ネットワーク　代表

薄場　郁子 氏　　荒川区区民生活部文化交流推進課都市交流係長
倉田　　広 氏　　練馬区区民生活事業本部地域文化部地域振興課事業推進係長

在住外国籍住民の方３名

行ってみよう防災訓練、進めよう地域の取組
　３．１１を経験し、次なる震災に備えておくことは急務になっています。いざという時に自分
や家族などの身の安全を図るため、どのような備えをし行動をとったらよいのか？自治体、地域、
学校などで取り組まれている防災訓練に楽しみながら参加するにはどうしたらよいか、防災のた
めの知識や経験を得るための地域の取組を考えます。

土井　佳彦 氏　　（特活）多文化共生リソースセンター 東海　代表理事

中山眞理子 氏　　NPO法人多文化子ども自立支援センター　代表理事

古川　豊光 氏　　八王子国際協会
デズモンド・T・ベル 氏 （小平市在住）
スッチー・マッシモ 氏 （八王子市在住）

堀之内陽子 氏　　（特活）はままつ子育てネットワーク 事務局

コーディネーター

ゲ ス ト

コーディネーター

ワークショップ

パ ネ リ ス ト

　日本語を学習する在住外国人は、「情報はわかりやすい日本語で書いてほしい」と希望する人が多

くなっています。それに応えるように、「わかる日本語」で情報提供する動きが進んでいますが、在

住外国人にとって本当にわかりやすいのでしょうか？ここでは、「わかる日本語」を利用する在住外

国人にも参加していただくワークショップを通じて、「わかる日本語」のさらなるブラッシュアップ

を求めます。

「わかる日本語」ワークショップ
　　～外国人にとって、「わかる日本語」は本当にわかりやすいか
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Ⅱ　実施概要

分科会　1

●テ　ー　マ　　実践者から学ぼう！国際協力のシゴト、はじめの一歩

●ね　ら　い　　国際協力を仕事として活躍している方や、国際協力に関して一歩を踏み出し実際

に活動を行っている方などにご登壇いただき、多様な形で国際協力に関わる方法

やその業務・活動内容についてお話いただく。参加者には、それぞれの登壇者の

話を聞くことで国際協力への理解を深めると同時に、「自分にどのような関わり

方ができるのか」、考えるきっかけを提供します。

●コーディネーター　　富野　岳士 （（特活）国際協力 NGO センター事務局次長）

●パネリスト　　山口　真司 （富士ゼロックス株式会社プロダクションサービス

 営業本部マーケティング部）

門田　瑠衣子 （エイズ孤児支援 NGO・PLAS 代表理事）

笹生　健司 （千葉県総合企画部国際課副課長）

宇都　喬之 （横浜国立大学公認 国際協力サークル Tree of Message）

●参 加 者 数　　34 名

■分科会の構成■■分科会の構成■

コーディネーターより挨拶

各登壇者より発表

まとめ

コーディネーターより挨拶

富野　岳士氏　特定非営利活動法人国際協力 NGOセンター（JANIC） 事務局次長

今回の分科会は「国際協力」がテーマである。JANIC に相

談が多いのは「国際協力を始めたいけれど、具体的に何から始

めればいいか分からない」という内容である。このような悩み

にお答えするには、実践者から学ぶのが 1番ではないかと思い

この分科会を開催することになった。

私自身は仕事で NGO として国際協力に関わっているが、登

壇者の 4 名はそれぞれの形で国際協力に携わっている。

この分科会では 4 名の「国際協力」との関わり方を参加者

に知っていただき、今後の参考にしていただきたいと願ってい

る。

富野　岳士 氏
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NGO
ODA

JICA
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各登壇者より発表

（１）山口 真司氏　富士ゼロックス株式会社 プロダクションサービス営業本部マーケティング部（１）山口 真司氏　富士ゼロックス株式会社 プロダクションサービス営業本部マーケティング部

私は普段富士ゼロックスで働いているが、週末は

NPO の活動に関わっている。本日は、どういうきっ

かけで国際協力に携わるようになったのかを話した

いと思う。

山口　真司 氏
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私のターニングポイントは、学生時代と社会人に

なってからの 2 つの経験である。

大学生の時にアメリカへ行き、異文化を実感した。

異文化の魅力にはまって英語を学び、1年間大学を

休学して世界を放浪していたことがある。その際に

インドネシアを訪れ、知らない人の家に 2 週間ホー

ムステイをさせてもらった。そこではお金を請求さ

れることもなく、2 週間、人の優しさに触れた。そ

こで「自分もその恩送り（ペイフォワード）」をした

いと思い、帰国後ホームステイの受け入れなどを行

うようになった。別の時に、モロッコを旅行中、泥

棒に遭いそうになった経験がある。その際に助けて

くれたのが、現地のモロッコ人だった。話を聞くと、

以前モロッコで活動していた青年海外協力隊の隊員

に世話になったことがあるという事だった。そこで

初めて「青年海外協力隊」の存在を知ることになる。

富士ゼロックスには「ソーシャルサービス制度」

という社会福祉施設や青年海外協力隊等で社会奉

仕活動をする場合、3ヵ月から 2 年の範囲でボラン

ティア休職を申請し取得することができる。私はそ

れを利用し、「コンピュータ技術」という職種で、2

年間ガーナで活動した。

帰国後富士ゼロックスへ復職し、CSR 部ではな

いが、マーケティング部の一員として「物を売る仕

掛け」を作っている。
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現在どのように国際協力に関わっているかと言

うと、富士ゼロックスで働きながら、NPO 法人 

Class For Everyone で理事を務めている。CSR

活動は社員全員がすべきことだが、そこでできない

ことを NPO でしている。

NPO 法人 Class For Everyoneでは、ラオス

の学校にパソコンを届け、先生のスキルアップを向

上する手伝いをしている。フィリピンではスラムに

パソコン教室を設立し、実践的なスキルを教育する

機会を提供し、職につながるためのきっかけ作りを

行っている。

私自身は学生時代から国際協力に興味があった

わけでもなく、ガーナに行ったのも興味があったか

らである。しかし実際現地へ行き、まず自分ででき

ることを始めることが重要である事に気づいた。次

に繋がる、繋がらないは、やってみないと分からな

い。行動することが「次につながる」ための第一歩

ではないかと考える。
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門田　瑠衣子 氏

今日は NGO の立場から話をさせていただく。

私自身は九州出身であるが、進学のため東京に来

て、大学院へ進学し国際協力に携わるようになり、

NGOを立ち上げた。学生時代からこの活動を始め、

現在はお給料をもらいながら続けている。

NGO PLAS ではウガンダ共和国、ケニア共和

国でエイズ孤児支援活動を行っている。エイズ孤児

はなかなか学校へ行けなかったり、行っても 3 年生

4 年生で中退してしまったりする子どもが多い。こ

れまで 320人が私たちの支援を受けて学校へ通え

るようになった。また、母子感染しないようウガン

ダ共和国とケニア共和国で、大人に対してエイズ教

育を行ってきた。

Tweet with #plas

PLAS

HIV/

Tweet with #plas

Tweet with #plas

Tweet with #plas

Tweet with #plas

（２）門田　瑠衣子氏　エイズ孤児支援 NGO・PLAS 代表理事（２）門田　瑠衣子氏　エイズ孤児支援 NGO・PLAS 代表理事
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Tweet with #plas

Tweet with #plas

Tweet with #plas

•
•
•
•

私自身の国際協力と関わるきかっけは、大学の

授業での平和学との出会いである。

Tweet with #plas

その授業の中で、フィリピンのバナナは日本にか

なり安く入ってくるが、現地では労働者が低賃金で

働いているとか、中には子どもが学校へ行かずに働

いているということを初めて知って、非常に大きな

衝撃を受けた。その時は、海外に興味はなかったが

「これは他国の他人の問題ではない。自分の問題で

ある」と実感した。

Tweet with #plas

1999
1982

私たちの生活は世界とつながっている。世界の誰

かが食物を作っていて、私たちはそれらを安く手に

入れ食べている、世界と私たちは無関係ではないと

感じた。

Tweet with #plas
1

それから大学 3 年生の時に、パソコンで「フィリ

ピン　ボランティア」で検索して、1番上にヒットし

た NGO へすぐにボランティアへ行った。
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春休みを使って1か月間、フィリピンの孤児院で

ボランティアをした。

Tweet with #plas

これがきっかけで「もっと国際協力について勉強

したい」と思い、大学院へ進学した。その大学院

でアフリカの研究を少ししていたので「次はアフリ

カにも行ってみよう」と思いケニア共和国へ行った。

そこでケニア人だけで運営している NGO で、1か

月間ボランティアをさせてもらった。小さな島での

ボランティア活動で、そこでは医師が 1人という状

況だったので、医師の鞄持ちをしながら訪問医療の

手伝いをさせてもらった。そこで 1番感動したこと

は、ケニア人のボランティアが、自分の身を削って、

ケニア人の子どものために活動している姿だった。

私は恵まれていて、大学へ行き、大学院へも進学し

「これからどうしようかな」と贅沢な悩みを持ってい

たが、ケニア人のボランティアは自分の仕事を投げ

打ってでも、子どもたちのために貢献している姿に

感銘を受けた。

Tweet with #plas

その現状を見て「私にももっとできることがある

し、しなければいけない」と思い、日本に帰国し

た。それから数か月後、再びケニア共和国を訪れ、

孤児院へ連れて行ってもらった。そこで HIV に感染

している赤ちゃんや、親がエイズを発症して育てら

れない子どもたちに出会い、衝撃を受けた。元々、

私自身子どもが大好きということもあり、日本へ帰

国してから現在の PLAS という団体を立ち上げ、

活動している。立ち上げたばかりの頃は、3 か月

間アフリカへ行き、3 か月間日本に滞在、それから

3 か月間再度アフリカへ行くということをしていた。

最初は自分のお給料がない状態だったので、残り

の 3 か月は日本で保険関係のアルバイトをして団体

の活動を続けた。そのような状況が 2 年続いたが、

少しずつ状況が変わり、今は PLAS の専従である。

Tweet with #plas

Tweet with #plas

•
•
•
•

国際協力に携わる上で大切にしていることが 4つ

ある。その 1つが「考えると同時に動くこと」であ

る。最初にフィリピンへ行ったときは英語が全くで

きなかったが、動いてみる事で必要なこと、身に着

けるべきことが見えてきた。2 つ目は「仲間を見つ

けること」。
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大学では心理学を専攻していたので、国際協力の

話をしても興味を持ってくれる人がクラスメイトには

いなかった。しかし、活動する中で仲間が増え、共

感し、後押ししてくれる人が増えた。3 つ目は「多

様な文化と考え方に触れる事」、4つ目は「足りな

い事を補いながら今自分にできることを実践する

事」がとても重要であると考える。「いつかやろう」

ではなく、今できることをやってみる。私の場

合は「国際協力を仕事にしよう」と思ったが最

初は難しかった。ボランティアから始め団体を立ち

上げたが、それでもすぐには仕事にはできなかった。

しかし、今できることを少しずつ積み重ねることで、

自分のやりたい事が明確になり、できる事が増えて

いくのではないかと自分の経験を通して学んだ。

（３）笹生　健司氏　千葉県総合企画部国際課副課長（３）笹生　健司氏　千葉県総合企画部国際課副課長

笹生　健司 氏

私は自治体という立場からお話をさせていただ

く。他の登壇者のように自分でキャリアを切り開い

てきたわけではなく、組織の中で業務として国際協

力に携わっている立場であるが、自治体がどのよう

に国際協力と関わっているかについてお話ししたい

と思う。

私は２０代初めに千葉県庁に入庁して以来、ドメ

スティックな業務に携わってきたが、大学時代にド

イツ語を勉強したこともあり、海外に関する業務に

携わりたいという希望をもっていた。そのとき、貿

易研修センターの研修の募集があり申し込んだとこ

ろ、英語や貿易実務及び国際経済学などを、民間

企業で将来海外赴任される方々といっしょに学ぶ機

会に恵まれた。その後、ＪＥＴＲＯ（日本貿易振興

機構 )への派遣でドイツのデュッセルドルフに駐在

した。帰国後は経済振興課というところで、国際会

議の誘致等に携わった。当時シンガポールに県の事

務所をつくる話があり、その業務にも関わった。他

にもさまざまな課へ異動したが、企業立地課では

外資系企業の誘致にしばらく従事した。そして現在、

国際課で国際交流や国際協力等の業務に携わって

いる。

1
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今年度、本県では、ラオスのヴィエンチャン都に

おいて水環境改善事業を実施している。ヴィエンチャ

ンでは近年、経済成長に伴い都市化・工業化が急

速に進行しているが、まだ下水道が整備されておら

ず、生活排水がほとんどそのまま河川に流されてい

る。

2

632 2008

236,800

3

2005

3,920

( )

2010

5,156

4

5

千葉県の国際課では、これまで５年間、ベトナム

のハノイ市において下水処理施設の維持管理に対す

る支援を行ってきた。下水処理施設は微生物を使っ

て水を浄化するもので、微生物管理が重要である。

ハノイ市での事業が、ひと段落したこともあり、次

なる国際協力事業の対象を探していたところ、ラオ

スのヴィエンチャン都が浮上し、新たな地で事業を

開始することになった。

6

7

Location Map (Vientiane)

JICA

8
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9

10

Schematic Diagram of Water Quality Classification of
the Mak Hiao River Basin

JICA

11

Observed Water Quality at Each Survey Point

JICA

今 回の 事 業は財 団法 人自治 体 国 際 化協 会

（CLAIR）の補助事業であるが、ゆくゆくは JICA

の草の根支援事業も申請し、５年間程度継続して

いきたいという展望を持っている。

12

DONRE

DONRE : Department of Natural Resources and Environment

本事業のミッションは、ヴィエンチャン都の組織

である天然資源環境局を対象に、本県の水環境保

全分野における知識、技術、経験、ノウハウを伝え

るというものである。我々の目的は、ヴィエンチャ

ン都の水環境に携わる職員の能力を向上させること

であり、ハードの整備は行わない。具体的には水質

のモニタリングや工場の立ち入り検査、採取した水

の分析方法等について技術的な指導を行う。また今

後は、住民に対する環境教育の方法についても支援

を行う予定にしている。

13

  

14

12

15
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16

17

18

19

20

水環境分野においては、千葉県だけがラオスを

支援しているのではなく、他のドナーも支援を行っ

ている。ＪＩＣＡでも公共施設整備支援の観点から

事業を実施されており、私たちも連携を保ちながら

事業を進めている。

21

DONRE

22

SIDA : Swedish International Development Cooperation Agency 
EMSP : Environmental Management Support Programme

(2009.1
2011.7)

最後に、事業の課題をいくつか述べたい。ヴィエ

ンチャン都側では国レベルでも地方レベルでも指導

者が不足している。それから、予算が十分に確保で

きないため、サンプリングや水質分析の機材等を買

うことができない。また、色々なドナーが施設を造っ

ても、その維持管理ができていない。「法の運用」

の面でも、環境関連の基本的な法律は外国の支援

で整備されたものの、それを実際に運用するため

の細則やマニュアル等がないためうまく運用されて

いない。

また、県側の問題点としては、財源の問題がある。

現在この事業は補助事業として実施しているが、一

般財源を使おうとすると、財政当局から具体的に県

のためにどのように役立つのかという説明を求めら

れる。しかし、県の持っている技術、ノウハウ、経

験は貴重な資源であり、それを途上国を助けるため

に使うという無償の善意の動機ということでなけれ

ば説明はなかなかむずかしいと思う。
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23 24

Thank you. 

また、関連する技術者が多忙でラオスまで行く時

間をつくり出すことがむずかしいということもある。

東日本大震災の影響を受け、本県でも多くの方が被

災している。そのような中で、どうして海外へ行く

必要があるのか、という意見もある。

 

宇都　喬之 氏

今日は Table For Two( 以下 TFT) の活動と一

学生として「私と国際協力」というテーマで話したい。

私は他の登壇者と比べたら、学生と言う立場であ

ることから経験も未熟であるが、学生の立場から国

際協力実施の形を紹介したい。

2

3

先進国ではカロリー過剰摂取のような問題がある

が、途上国では飢餓という状況がある。企業の社

食やカフェにヘルシーメニューを提供して、1食に

つき 20 円を途上国に寄付するという単純・簡単な

仕組みが TFT である。

（４）宇都　喬之氏　横浜国立大学公認　国際協力サークル Tree of Message（４）宇都　喬之氏　横浜国立大学公認　国際協力サークル Tree of Message
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4

大学生もこの活動に参加しており、自分の大学

の学食やカフェに TFT 導入を働きかけている。私

は大学 3 年生の時に TFT を知り、自分の大学に

Tree of Message( 以下 ToM)を設立した。学内

で食事を提供している生協等へ働きかけ、実施して

いる活動である。

まだ1年経っていないが、軌道に乗り始めた。昨

年は、9 か月間 JANIC でインターンとして活動し、

国際協力について勉強した。

TFT に興味を持った最初のきっかけは、ゼ

ミの後輩に誘われて参加した TFT University 

Association が参加していたイベント（約 20 団体

が参加。TFT は参加団体の 1つ）へ行ったことで

ある。そこで TFTと出会い、自分の大学には TFT

がないことを知り、導入を目指そうと思うようになっ

た。

5

6

7

私個人としての国際協力の関わりで、大切にして

いる事が 3 つある。その 1つが「途上国で活動す

る事だけが国際協力ではない」ということだ。私自

身は途上国へ行っておらず、活動範囲は大学内と狭

いが、日本を含め世界のどこにいても国際協力はで

きると思っている。

2 つ目は、他者からの様々な協力が大きな力とな

る。サポートしてもらうことで、自分だけでは出せ

ない大きな力を出すことができる。3 つ目は「相手

を思う」ことだ。自分のやっている事は良いことだ、

というような思い込みがでてきやすいが、自分が良

いと思っている事が必ずしも相手にとって良いとは

限らない。相手の事を思い描き「相手のためになっ

ているか、この方法でいいのか」と常に自分に問い

かけている。

8

自分や周りの人が一歩を踏み出すために大切な

キーワードがある。それは「身近」ということだ。
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TABLE FOR TWO

1 20 TABLE FOR TWO

20

TABLE FOR TWO

 

tftua@tablefor2.org 

9

なぜ「身近」がキーワードなのか、3 つの理由を

説明する。1つ目は、私のような普通の人間でも、

国際協力に携わることができる。身近に、気軽に

参加できる国際協力の形がある。2 つ目は TFTの

ように「食べる事 = 日常生活」という身近な行為が

国際協力に繋がる。3 つ目は「身近なところに仲間

がいる」ということ。私の経験として、TFT を始

めるに際して仲間を集めるために、身近なゼミの仲

間にアプローチすることから始め、それぞれが所属

するサークルで声掛けし波及していき、協力してく

れるメンバーが集まった。潜在的に国際協力に関心

を持っている人はたくさんいるので「身近なところ

に仲間がいる」と信じて、身近なところからアプロー

チしてみると大きな力が創出されるのではないだろ

うか。
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富野：「国際協力」への関わりは色々な形がある。

NGO や行政、企業の活動に参加する、TFTの食

事をする、フェアトレード商品を購入する、という

ことも国際協力である。

　仕事として国際協力に関わる上で「専門性や資格

が必要か？」という質問がよく寄せられるが、国際

協力の道は多種多様なので、自分の方向性が見つか

るまで「今すぐ何かしなくては！」と焦る必要

はない。国際協力に関わるには「旬」はないので

ある。国際協力の活動に色々な形で参加すること

が重要である。私自身も、企業で海外営業を経験し、

40 代で大学院へ進学し、JANIC に就職した。大

学院時代に、JANIC でボランティアを始めたのが

きっかけになっている。国際協力には多様なパター

ンがあるので、自分の関心分野や問題意識に基づ

いて気になる NGO の報告会へ行くなど、関心のあ

るところから一歩踏み出してもらいたい。

　本日の分科会は私自身も大変勉強になった。そ

れぞれの登壇者の話を拝聴する中で「まずはアク

ションをとる」ということが重要であると改めて感

じた。この分科会が、ご参加くださった皆様にとっ

て具体的に「一歩を踏み出す」きっかけになれば幸

いである。

まとめ

※このあと、質疑応答あり
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分科会　2

●テ　ー　マ　　「わかる日本語」による情報提供　　～新たな取組を紹介！

●ね　ら　い　　「わかる日本語」は、多言語による情報提供を補完するばかりでなく、みんなに

わかりやすく情報提供するという意味で、多文化共生社会や高齢化社会などに幅

広く門戸を開くツールです。

「わかる日本語」を広めるための試みは着々と進んでおり、ここではその新たな

取組についてご紹介し、今後の展望を探ります。

●コーディネーター　　梶村　勝利（東京日本語ボランティア・ネットワーク代表）

●基 調 講 演　　庵　　功雄（一橋大学国際教育センター・言語社会研究科　准教授）

越智　慎司（ＮＨＫ報道局ネット報道部　専任記者（制作））

●パネリスト　　薄場　郁子（荒川区区民生活部文化交流推進課都市交流係長）

倉田　　広（練馬区区民生活事業本部地域文化部地域振興課事業推進係長）

●参 加 者 数　　56 名

■分科会の構成■■分科会の構成■

基調講演 1　「やさしい日本語」研究の展開

基調講演 2　ＮＨＫ「ＮＥＷＳ　ＷＥＢ　ＥＡＳＹ」について

～「やさしい日本語」でニュースを書き換える研究と取組～

事例報告1　「わかる日本語」による情報提供

～外国人のための生活便利帳作成の取組～

事例報告 2　やさしい日本語でいってみよう！

パネルディスカッション

コーディネーターより挨拶

梶村　勝利氏（東京日本語ボランティア・ネットワーク代表）

日本語を母語としない人への情報提供については、英語・

中国語・韓国語などへの翻訳、多言語化は進んではいるが、

それには限界がある。また、その発信された情報が、受け取

る人に対して伝わらないと意味がない。どのようにしたら発

信された情報が手元に届くようになるのかということが大き

な問題になっている。そういったところで、今、「やさしい日

本語」「わかる日本語」について議論されるようになっている。

日常生活におけるいろいろな情報を、やさしい日本語、わか 梶村　勝利 氏
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isaoiori@courante.plala.or.jp
http://www12.plala.or.jp/isaoiori/

12013/2/23

1

•

•

•

• 15 64
•

•

•

•

•

22013/2/23

↑定住外国人＝ 1990 年代以降定住することと

なったニューカマーの増加

1

•

•

•

• 1
• cf. 2010
•

• TOKYO (2012)
•

•

32013/2/23

↑完全な多言語化は困難

2

•

2000
30 90

42013/2/23

↑阪神淡路大震災時の情報伝達

1

•

•

•

• 1
• cf. 2010
•

• TOKYO (2012)
•

•

32013/2/23

↑「やさしい日本語」への言い換え

りやすい日本語で発信するにはどうしたらいいか、

各自治体や国際交流協会の現在の実態を、これか

らお話していきたい。

 

基調講演 1　「やさしい日本語」研究の展開

庵　功雄氏（一橋大学国際教育センター・言語社会研究科　准教授）庵　功雄氏（一橋大学国際教育センター・言語社会研究科　准教授）

庵　功雄 氏
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2

•
•

•

• (2009 2013 )

•

• (2011)
•

• http://hermes-ir.lib.hit-u.ac.jp/rs/handle/10086/19320
•

62013/2/23

↑「やさしい日本語」本研究の立場

3
• 2002

2002

72013/2/23

↑「やさしい日本語」とは、補償教育であるとの

立場

 

3
•

•

•

•

  

 Step1, 2

2013/2/23 8

↑「やさしい日本語」とは、地域における共通言語

→受け入れ側の日本人も一定程度学ぶことが必要 

3
•

•

•

•

Step1, Step2

2009

92013/2/23

↑外国人が少ない材料で能動的に自分が言いたい

ことを日本語で表現できることを目指す

3
•

• 2004
•

•

•

• 300
• 2 3
•

•

102013/2/23

↑地域型日本語教育の実情に合った「初級」

（「地域型初級」）の必要性

 

• Step1, 2

•

• 10

2013/2/23 11

↑公文書書き換えプロジェクト 
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2013/2/23 12

↑公文書には受身が多い→必要でない限りは、　　

受身を使わないように努力すべき

•

•

•

•

•

•

•

•

•

2013/2/23 13

↑書き換え時の問題点と対策

• NHK News Web Easy
• http://www3.nhk.or.jp/news/easy/ 2013

2013/2/23 14

↑「やさしい日本語」ニュースの重要性 

•

•

•

•

•

•

• Step3 Step5
•

•

• EPA
• 2012

2013/2/23 15

↑「やさしい日本語」の展開

～日本語教育の新しい枠組みの創出へ～

•

•

• 1
• http://www.geocities.jp/wakamenokai_jsl/top/koredewakar

u.html

2013/2/23 16

↑「やさしい日本語」の展開

～「やさしい日本語」の対象を外国人児童・　　

生徒へ～

•

•

• …

•

cf. 2013 2013

(2013 )

2013/2/23 17

↑「やさしい日本語」の展開

～ユニバーサルコミュニケーション社会実現

のために～
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•

•

•

•

•

• 1 1

2013/2/23 18

「やさしい日本語」の概念

•

• (2013 ) (2013
)

• (2009)
AJALT 32

(2013 )
(2013 )

• (2009)
3 http://hermes-

ir.lib.hit-u.ac.jp/rs/bitstream/10086/17337/2/jinbun0000301260.pdf
• (2012)

(TNVN) 77
• (2013 (2013 )
• (2011)

http://hermes-ir.lib.hit-
u.ac.jp/rs/bitstream/10086/19320/1/0411100201.pdf

(2010,2011) 1, 2

192013/2/23

参考文献

• (2011)
5 http://hermes-ir.lib.hit-

u.ac.jp/rs/bitstream/10086/19016/2/jinbun0000501150.pdf
• (2013 )
• (2010) 13-1
• (2012)

6 http://hermes-ir.lib.hit-
u.ac.jp/rs/bitstream/10086/22982/2/jinbun0000600560.pdf

• (2013 ) (2013 )
• (2004)
• (2004) 23-8
• TOKYO (2012)

http://hermes-ir.lib.hit-
u.ac.jp/rs/bitstream/10086/23093/1/0491200201.pdf

• (2013 ) NHK
NEWS WEB EASY (2013 )

• (1990) 26
• (2012) 2011

• (2000)

• (2002)

202013/2/23

参考文献

 

追加資料では、受身表現の例をあげている。

日本語だけでなく、英語でも受身表現はできるだけ使わない方がいいとされている。

( 全米証券取引所ハンドブックより）
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2013  
 

(4) 
 

 

 
 

 

 
 

(5)  passive  
The stock is bought by the investor.  

In the passive voice the subject, the stock, is acted upon. The person or the 
thing doing the action is introduced with “by.” But sometimes, the person or 
thing doing the action is deleted, leading to...  
passive with agent deleted  

The stock is bought.  
You don’t know who bought the stock. You’ll find many examples of the passive 
with agent deleted” in disclosure documents.  
Readers understand sentences in the active voice more quickly and easily 
because it follows how we think and process information. Many times the 
passive voice forces readers to take extra mental steps as they convert the 
passive into the active. 

(6) DDon’t ban the passive voice, use it sparingly  
As with all the advice in this handbook, we are presenting guidelines, not hard 
and fast rules you must always follow. The passive voice may make sense when 
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the person or thing performing the action is of secondary importance to another 
subject that should play the starring role in sentence. Use the passive voice 
only when you have a very good reason for doing so. When in doubt, choose the 
active voice.  A Plain English Handbook.  

 
1  

    

1  79 6.7  

2  39 10.0  

3  36 13.0  

4  31 15.6  

5  28 18.0  

6  25 20.1  

7  23 22.0  

8  22 23.9  

9  18 25.4  

10  17 226.9   

11  16 28.2  

11  16 29.6  

12  15 30.8  

13  14 32.0  

13  14 33.2  

13  14 34.4  

16  13 35.5  

17  11 36.4  

18  10 37.2  

18  10 38.1  

18  10 38.9  

18  10 39.8  

18  10 440.6   

  1184 100.0  

 

 
29% 

 
40% 

 
13% 

 
2% 

 
1% 

 
9% 

 
6% 
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2  

    

1  13 8.3  

2  12 16.0  

3  9 21.8  

4  8 26.9  

4  8 32.1  

4  8 37.2  

7  5 40.4  

8  3 42.3  

8  3 44.2  

8  3 46.2  

8  3 48.1  

8  3 50.0  

8  3 51.9  

8  3 53.8  

8  3 55.8  

8  3 57.7  

 

3  

    

1  15 9.6  

1  15 19.2  

3  11 26.3  

3  11 33.3  

4  6 37.2  

5  5 40.4  

5  5 43.6  

5  5 46.8  

8  3 48.7  

8  3 50.6  

8  3 52.6  

8  3 554.5   

12  2 55.8  

12  2 57.1  

12  2 58.3  

12  2 59.6  

12  2 60.9  
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12  2 62.2  

12  2 63.5  

12  2 64.7  

12  2 666.0   

  156 100.0 

 
 

(7) 
 

(7)’ 

 
(8)  
(8)’ 

 
 

 
(10) 11

 
(10)’ 11.

 
(12) 2. 

 
(12)’ 2. 

 
 

 
(15) 

 
(15)’ 

6
 

 
 

(17)  
(17)’ (  
(18) 
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(18)’ 

 
 

 
(19) ( )

A xx
xx x  

(19)’ 
A

xx xx x
 

(21) 
8

 
(21)’ 

8
 

 
(2013 )

7  
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越智　慎司 氏

1

1．NHK「NEWS WEB EASY」について

「やさしい日本語」でニュースを書き換える

研究と取組

2．ＮＨＫ経営計画にも、「ニュース原稿を平易な

日本語に変換する技術」を開発、と明記

 

3．「やさしい日本語」の概要

4

4．NEW WEB EASY サイトの画面例

2

5 46
7.2

5 46

52013/2/23

5．ニュースの作成手順

 

基調講演 2　ＮＨＫ「ＮＥＷＳ　ＷＥＢ　ＥＡＳＹ」について

～「やさしい日本語」でニュースを書き換える研究と取組～

越智　慎司氏（ＮＨＫ報道局ネット報道部　専任記者（制作））越智　慎司氏（ＮＨＫ報道局ネット報道部　専任記者（制作））
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6．支援システムの考え方

（作業者による揺れを抑え、作業の効率化を図る）

7

7．書き換えエディタ

（難易度の数字を小さくしていく）　

8

8．用例検索システム

（過去の記事の検索が可能）

 

9

9．用例検索の使い道

10．書き換えできない単語

（特殊な狭い概念語、広い概念語）

11．書き換えできない単語

（専門用語、固有の表現、日本文化特有の語）
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12．書き換えが難しい単語

13．文を短くするときの注意点

14．できるだけ能動態を使って書き換える

 

15．ニュースの慣用表現

16．発言を扱った原稿の書き換えについて

17．文脈整理のしかた①
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18．文脈整理のしかた②

19．文脈整理のしかた③

20

20．作業の役割分担

21．公開実験により、ニュースの理解度がアップ

22．

NHK NEWS WEB EASY

http://www3.nhk.or.jp/news/easy/

23

23．
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薄場　郁子 氏

1

1 ．外国人のための生活便利帳作成の取組

2

2．２０１２年版生活便利帳のコンセプト

・日本に来て1年ぐらいの外国人が分かる生活便

利帳

3

3．荒川区の外国人住民について

・荒川区は人口に占める外国人比率が２３区で 3

番目に高い

4

4．生活便利帳の活用（生活便利帳配布先）

5

5．２０１３年版生活便利帳のコンセプト

・外国人にとって必要な情報を外国人がわかる

生活便利帳（３カ国版の作成）

事例報告 1　「わかる日本語」による情報提供

～外国人のための生活便利帳作成の取組～

薄場　郁子氏（荒川区区民生活部文化交流推進課都市交流係長）薄場　郁子氏（荒川区区民生活部文化交流推進課都市交流係長）
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6

6．生活便利帳作成の流れ

・目的、メンバー

・外国人の声の活用

7

7．生活便利帳作成の流れ

・作成スケジュール

8

8．作成の課題と今後の課題

「わかる日本語」の汎用化

 

 in TOKYO 
2

A4サイズの冊子

　　約 10 ページにわたる。
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倉田　広 氏

1．

2．練馬区について

・人口、外国籍住民数、外国籍住民比率

3．練馬区の特色

4．外国から練馬区へ来られた方々へのサービス

5．平成２４年 3 月に、「練馬区国際交流・多文化

共生基本方針」を策定

事例報告 2　やさしい日本語でいってみよう！

倉田　広氏（練馬区区民生活事業本部地域文化部地域振興課事業推進係長）倉田　広氏（練馬区区民生活事業本部地域文化部地域振興課事業推進係長）
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6．基本施策について（多文化共生の推進）

7．２４年度の 3 回の研修の講師は中山眞理子氏

8．担当課企画研修を実施

 

9．職員研修において、税金を滞納した方への通

知の内容を、日本語がわからない方に説明する

場面を想定して、実際に外国人の方に来てもらい、

職員が外国人に説明した。各課の職員は一生懸

命説明していたが、なかなか外国人の方には理

解されなかった。しかし、講師の中山先生が、「あ

なたは悪い人です。」と言ってから説明したところ、

ようやく理解された。

10．食中毒予防の研修

・食中毒で「お腹が痛い」ということを表す

ときには、講師の先生はジェスチャーをし

ておられた。
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11．国保料納付のお願いの研修

12．研修の様子

13．研修の様子

 

14．研修の様子

15．研修の様子

9 10
4 9
1 0
0 0

2

10 15
4 4
0 1
0 0

16．アンケート結果　

・かなりの方が、「役に立つ」と回答
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庵：庵：

やさしい日本語に書き換えるときには、いろいろ

な考え方があり、とにかく表現を切り落としてでも

やさしくしよう、という方もいれば、一方で、日本

人が読んでも違和感がない程度に変えるべき、とい

う方や、文を長くしようとする方、短くしようとす

る方など、様々である。我々がやろうとしているこ

とは、そういったバリエーションをできるだけ減ら

そう、という試みである。しかし、それは規格化を

するために必要なことであって、一般の書き換えに

おいては、どうしたらやさしく伝えられるか、と考

えることが必要。そして、書き換え結果よりも、相

手が何を伝えようとしているのかをどうやって理解

し、どう相手に伝えるか、というプロセスが重要。

例えば、今はなかなかレポートが書けない学生が多

く、その書き方について大学で指導をする、という

ことが行われているが、これは、本来高校までに

できるようにしておくべきことである。レポートは、

事情がわかっていない相手にどうやって説明するか、

ということに配慮しなければならない。こういう技

術を身につけるためには、事情がわかっている相手

に説明する文章をいくら書いても意味がない。

 

これができないということは、つまり、相手の立

場に立って文章を書く、という訓練を受けていない

ということである。やさしい日本語で表現する、と

いうことは、やさしい日本語、わかりやすい日本

語、構成法で表現しないと、理解されない相手に

説明するということである。文章を書く時だけでな

く、話すときも、これを意識する必要がある。こう

いった訓練は、本来、国語教育の中でやるべきこと

であり、幼少時から積み上げていくべきことである。

やさしい日本語は、もともと外国籍の大人を対象と

していたが、以上の背景で、現在は日本人の子ども、

大人をはじめ、日本社会のほとんど全ての人にやさ

しい日本語が必要である。

越智：越智：

庵先生の話を聞いて、報道の現場と同じだと感じ

た。結局、報道に求められていることは、全く何も

知らない人にどう伝えるか、わからない人にどう伝

えるか、ということである。やさしい日本語は、ニュー

スをもっとわかりやすくする、という機能も果たし

ているのではないか。相手の立場に立って、どう伝

えていくか、ということをこれからも意識していき

たい。

薄場：薄場：

やさしい日本語による外国人のための生活便利帳

を作ったときは、「わかる日本語」が何なのか、と

いうことが理解されておらず、各部署にやさしい日

本語にした原稿を持っていくと、「これでは私たちが

17．アンケート結果（自由意見） 18．

パネルディスカッション

①　一連の報告を聞いてのご意見や、補足説明は？①　一連の報告を聞いてのご意見や、補足説明は？
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ピンとこない。わからない」と言われることが多かっ

た。しかし、1年目よりも 2 年目の方が、わかる日

本語が理解されていった。この生活便利帳を更新し

ていくにあたり、外国人の立場に立って考えること

を常に意識していきたい。

倉田：倉田：

やさしい日本語についての認識がまだ広がってお

らず、その重要性についても理解は進んでいない。

やさしい日本語研修には、なかなか受講生が集ま

らない状況なので、やさしい日本語の必要性が特に

高いと思われる部署を中心に働きかけ、研修受講

生を増やしていきたい。

庵：庵：

やさしい日本語に書き換えることを教えるには、

かなりの専門知識を要するので、簡単には人材を育

成することはできない。むしろ、日本人の意識を変

えることの方が重要。例えば、結論を言わない言

いさし表現（「～ので。」「～だから。」といった省略

表現）、をやめるようにすることが必要。英語や、

中国語、韓国語ではそういった表現はない。また、

不必要に主語を省略することをやめて、「私」や「あ

なた」などの言葉を明示すべき。少なくとも、外国

人や子どもと話すときに、そういったことを意識す

るべき。人材育成以前に、こういうことを心がける

だけで、大きく変わると思う。

 

②　やさしい日本語を教える人材をどう育成していくかということについては、どう考えるか。②　やさしい日本語を教える人材をどう育成していくかということについては、どう考えるか。

越智：越智：

記者や日本語教師を含めて、実質１０名。わかる

日本語に書き換えをできる人を増やす必要はある

が、だからといって、そのための人材を育成するた

めに何かをしなければ、ということはないと思う。

さきほど庵先生がおっしゃったように、主語を省略

したり言いさしをしたりすると外国人には分かりに

くい、といった指摘を、私たちも日本語教師から受

ける。通常のニュース原稿を書く段階で分かりにく

い表現を減らし、日本語として違和感を持たずに聞

けて理解できる文章にしていきたい。こうした意識

を記者も持つよう、働きかけていきたい。

 庵： 庵：

旧日本語検定 3 級から４級程度です。

③　ＮＨＫさんでは、何人くらいの方が NEWS WEB EASY に関わっているか。また、わかる日本語③　ＮＨＫさんでは、何人くらいの方が NEWS WEB EASY に関わっているか。また、わかる日本語

に関する人材育成についてはどう考えるか。に関する人材育成についてはどう考えるか。

④　わかる日本語に書き換えるときは、どのくらいの日本語レベルの人を想定していますか。④　わかる日本語に書き換えるときは、どのくらいの日本語レベルの人を想定していますか。

　　ＮＨＫさんでは、旧日本語検定 3 級から４級程度ということでした。　　ＮＨＫさんでは、旧日本語検定 3 級から４級程度ということでした。
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分科会　3

●テ　ー　マ　　行ってみよう防災訓練、進めよう地域の取組

●ね　ら　い　　３．１１を経験し、次なる震災に備えておくことは急務になっています。いざと

いう時に自分や家族などの身の安全を図るため、どのような備えをし行動をとっ

たらよいのか？自治体、地域、学校などで取り組まれている防災訓練に楽しみな

がら参加するにはどうしたらよいか、防災のための知識や経験を得るための地域

の取組を考えます。

●コーディネーター　　土井　佳彦 （（特活）多文化共生リソースセンター東海　代表理事）

●パネリスト　　古川　豊光 （八王子国際協会）

デズモンドＴ・ベル （小平市在住）

スッチー・マッシモ （八王子市在住）

●ワークショップ　　堀之内　陽子 （（特活）はままつ子育てネットワーク事務局）

●参 加 者 数　　19 名

■分科会の構成■

趣旨説明

防災に対する地域（国）の取組

質疑応答

ワークショップ

趣旨説明（コーディネーター）

土井　佳彦氏（（特活）多文化共生リソースセンター東海　代表理事）

東日本大震災からまもなく２年が経とうとしている。ここで、

もう１度記憶を新たにするとともに、過去の歴史として残すの

ではなく、そこから多くのことを学び、次に生かしていく必要

がある。災害や防災ということに対して様々な視点からの取

組がのぞまれるが、本日は特に地域の取組に焦点を当てたい。

防災に対する取組は、自助、共助、公助という３つに分けら

れるが、今回はその中でも、共助、私たちの知識やこれまで

の経験をどのように共有すれば、より災害に対する対応力が高

まっていくのかということを考えていきたい。
土井　佳彦 氏
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■災害ヘルプカード■災害ヘルプカード

　八王子国際協会では、東日本大震災と 2011年１月の第 3 期外国人市民会議の提言を踏まえて、「防災・

災害対応プロジェクト委員会」を立ち上げ、八王子地域で大災害が発生した場合の外国人市民への支援体制

について検討を重ねてきた。その結果、多言語での「災害ヘルプカード」と「防災マップ」を制作、配布した。

　災害ヘルプカードは、予め自分の名前、国籍、現住所、血液型、電話番号などを書きこんでおき、災害時

に役立てるとともに、災害時の注意事項や、避難の方法、情報の取り入れ方などをコンパクトにまとめた機

能的・機動的な内容となっている。

　防災マップは、災害ヘルプカードとセットになっており、災害時の避難場所となる17の市民センターが記

載されている。防災マップで近くの避難場所を知っておくことは、大地震の経験のない外国人市民にとって心

強いことである。これらは、手帳や財布等に常時携帯できるようなサイズで、日・英・中・韓・スペイン語

の 5 か国語で表示されている。

防災に対する地域（国）の取組

①　八王子国際協会の取組　古川豊光氏（八王子国際協会）①　八王子国際協会の取組　古川豊光氏（八王子国際協会）

古川　豊光 氏

⇨

⇨

災害ヘルプカード（10.5 ㎝× 7.5 ㎝） 広げた裏面　　日、英、中、韓、スペイン語の 5 カ国語で表示

防災マップ（上記とサイズ同じ）

災害ヘルプカードと 2 枚１組

広げた裏面
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■災害発生時の行動概要図と防災訓練■災害発生時の行動概要図と防災訓練

　八王子国際協会は、上記の災害ヘルプカード、防

災マップの作成とともに、支援スキームとして「災

害時外国人対応要領運営要領」を作成した。（資料

1参照）

　具体的な内容は、八王子地域に大地震などの災

害が発生した場合、八王子国際協会内に外国人支

援センターを立ち上げ、①外国人が必要とする情報

の収集と集約した情報を災害対策本部、避難場所

に提供する、②語学ボランティアを市民センターに

派遣する、③被災相談窓口（外国人相談）を支援す

る、④外国人支援団体と情報交換を行うことであ

る。災害時は、電話が使用できなくなる恐れがあ

るため、防災無線で情報を交換することになってい

る。（資料 2 参照）

　2013 年 2 月 12 日に、支援スキームに従い、

３つの市民センターで外国人市民のための防災訓練

を行った。

　次のような想定である。八王子市域に震度 6 弱

の大地震が発生し、避難場所に指定されている各

市民センターに、近隣に居住する外国人市民が避難

してきた。近くに住む語学ボランティアが、通訳支

援のために市民センターへ駆けつけた。

　上の想定のもと、防災訓練シナリオに沿って、実

際に外国人市民と語学ボランティア、外国人支援セ

ンターの職員が、どう助けを求めるのか、どのよう

に語学ボランティアに要請するのかなど、災害時に

スムーズに対処できるようにやりとりを練習した。

また、語学ボランティアが被災者から状況を聞き

取ったり、避難所を説明したりする訓練も行った。

さらに防災倉庫を見学し、どういった食糧が備えら

れているのか、どのくらいあるのかなど情報提供も

行った。（資料 3 参照）
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                                                  Tuesday February 12, 2013  
Shimin Center Disaster Prevention Drill Scenario 

 
Place: Minami Osawa Shimin Center, Yugi Chuo Shimin Center & Yugi Higashi

Shimin Center 
Assumption: Big earthquake occurred in Hachioji area around 12 00 on Feb.12(Tues.) 
and registered intensity of under 6. Foreigner living in the neighborhood were 
evacuated to a Shimin Center nominated as a shelter. Language volunteer A (English) 
and B (English) living in the neighborhood rushed to a Shimin Center for supporting 
interpretation. Communication with Foreigner Support Center will be done by radio.  
 
Line of communication  
Foreigner A: My name is  living in the neighborhood. My nationality is USA. As 
the apartment house where I live was collapsed by earthquake, I was evacuated here.  
(English) 

Staff: Language volunteer B, please be an interpreter. Please take your number. And 
please take care of a foreigner directly. (Japanese) 

Interpreter A: I understand. (Japanese)  
Please tell me full details of your situation. (English) 

Foreigner A: I fell down and was injured when I got out of the apartment house. While 
my friend lives in the same apartment house, I worry about him as I do not know 
where he is now. And please share me any foods and water if available. (English)  

Interpreter A: I understand. First of all shall we take care of first aid to your injury. You 
can stay here a few days because foods and drinking water are kept here. We will 
consult with related organizations like fire station regarding your friend. (English) 

Interpreter A: Hello Foreign Support Center, please answer. (Japanese) 
Foreign Support Center: This is X from Foreign Support Center. Please report your 
situation. (Japanese) 

Interpreter A: ( explain the situation ) (Japanese) 
 
Line of Communication2 
Foreigner B: My name is  living in the neighborhood. My nationality is UK. I was 
escaped together with 2 members ( wife and 3 years old child ) of my family. Are foods, 
drinking water, staying accommodation available here ? I would like to communicate 
with UK Embassy and my friend. Please arrange it.  

Interpreter B: I understand. Foods and drinking water are available. Please do not 
worry about accommodation because you can stay here a few days. I will try to arrange 
communication with UK Embassy and your friend although I wonder it is possible or 
not because communication lines ( telephone and hand phone ) are so busy. 

Interpreter B: Hello Foreign Support Center, please answer. (Japanese) 
Foreign Support Center:This is Y from Foreign Support Center. Please report your 
situation. 

Interpreter B: (report the situation ) (Japanese) 
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■イギリスの災害　～洪水～■イギリスの災害　～洪水～

　イギリスは地震は少ないが、比較的土地が低いため洪水が多く、国民にとって、「水」が心配事の１つである。

実際に 2012 年11月から12 月にかけて大雨が降り、かなりの地域が浸水した。100 年以上前には、年

間の溺死の死亡者は 5000人程度で、現在の交通事故の死亡者が年間 2000人程度なので、比較してみて

も多いことがわかる。このような背景のもと、100 年ほど前から水上の救命、訓練の必要性が叫ばれ、洪

水に対する備えが始まった。

■防災のポイント■防災のポイント

　水上の救命のポイントは以下の三角形の図の通りである。

Experience  
Training  

 

  
Collaboration 

 
 

Legislation

　

ベル 氏

　まず、一番下の段にあるのは経験や訓練等で、これを土台にして、その上に協力・協議がある。やり方の

異なる様々な団体があるため、お互いに協力していくことが必要である。一番上は法制・法制執務で、法律は、

下の２つの段階、市民が動きやすいように作られるべきものである。こういった考え方が大切である。

　一番下にある「訓練」においては、イギリスには３つの代表的な団体がある。The Royal Life Saving 

Society (RLSS)、Amateur Swimming Association (asa)、St. John Ambulanceである。RLSS は、

水上の救命を教育、訓練する団体、asa は、競技水泳を教える団体である。そしてSt. John Ambulance は、

初めて病院を作ったという歴史のある団体で、国際救命救急ボランティア組織である。災害や事故、急病時

の応急措置などの救急救命活動や、応急措置のできるトレーナーの育成など様々な活動を行っている。救急

車を呼んでから到着までに10 ～ 15 分程度かかることもあり、その間に命が失われることもある。応急措

置のできるボランティアが備えられていれば、そういった場合にも対処でき、救われる命が多くなる。この制

度ではイギリスで 2001年に取り入れて、「Community First Responder」(CFR)と言う最高級応急措置

訓練を受けた地区ボランティアが救急車と同時派遣され、多くの場合現場に先に到着し、応急措置を救急車

到着まで続けます。

　３つの団体の共通点は、若いうちに教育が始められることである。若いうちにリーダーシップが育つこと

は防災を考える上で、大切なポイントである。

　続いて協力・協議である。イギリスにおいては、水上の安全を守る様々な団体が集まった National 

Water Safety Forum の中で協力・協議が行われているが、日本ではどうだろうか。小平市には、防災関

連の団体が 52 団体あるが、横のつながりはない。2013 年1月に小平市では、災害が起きた時、外国人

②　イギリスの取組から学ぶ　～イギリスの取組の紹介～　②　イギリスの取組から学ぶ　～イギリスの取組の紹介～　

デズモンドＴ・ベル氏　（小平市在住）デズモンドＴ・ベル氏　（小平市在住）
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を支援する仕組みを作ろうと、市と国際交流協会の間で協定が結ばれたが、今後の課題は、協会内の多くの

団体の横のつながりを作ることである。情報交換をどのように行うか、物資をどのように渡すかなどを考え

ていくことが非常に重要である。

　最後に、法制・法制執務である。イギリスでは、ROSPA と HSE という団体がある。ROSPA は民間団

体であり、民間団体の意見をまとめて政府に法律作成の提案をする。HSE は、職場の安全を考える政府団

体である。法律はファシリテーターとして、団体の意見を受け入れ、団体が活動をしやすいように作られるこ

とが大切である。

■共同・協力・共通目標　～防災のキーワード～

● ・Learn to…（swim） キャッチフレーズとして使われる。すべての団体が同じ水準の水泳を提供

  する。１つのキャッチフレーズのもと、同じイメージを持つことができる。

● ・Save a… 人を助ける。

● ・Be prepared 想定外を予想する。

● ・Get involved 関わる。関係を持つ。

● ・Don' t just make a difference, be the difference 

  あなたの力がすべての力になる。

最も重要なキーワード： 参加して！あなたの為だから！
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UUK Flooding 2012 

 
UK Floods 2012 (2012 11 25 12 25 )
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((Water) Safety  

Public education  

 
1891  www.lifesavers.org.uk 

1869  
www.swimming.org/asa 

Learn-to-(Swim) (Swim) for Life 
 

Legislation  

(1916) (1833) 
www.rospa.com http://www.hse.gov.uk/ 

 

Collaboration  

 
www.nationalwatersafety.org.uk 

 
 

___________________________________________________________________________________________ 
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③　イタリアの状況と課題　　　スッチー・マッシモ氏（八王子市在住）③　イタリアの状況と課題　　　スッチー・マッシモ氏（八王子市在住）

■イタリアの地震の状況

　イタリアはヨーロッパの中では地震が多い国である。アフリカのプレートとユーロ・アジアのプレートがぶ

つかり合うところであり、実際にプレートが押し合っているので、イタリアの国自体が短くなっているほどで

ある。過去５年間で、比較的大きな地震は 3690 もあり、小さいものも含めると6万回にもなる。先週もロー

マがある州で大きな地震があった。

■課題

　イタリアは古い建物が多いが、それらは耐震化構造になっていない。地震が起こると、多くの建物が崩壊し、

そのために亡くなる人も大勢いると考えられる。アブルッツォ州ラクイラの地震の被害者は 308 人にのぼり

ました。学生寮が崩壊したことで 8 人もの生徒が亡くなってしまいました。

　日本では、比較的、建物が耐震化されているので、地震でも建物の被害は少ないと思われる。イタリアで

は、建物の約 10％が 1914 年以前に作られているので、耐震化されておらず、東日本大震災のような大き

な地震が起こったら、ほとんどの建物が崩壊するだろう。

　1984年に建物の耐震性に対する法律が作成された。しかし、90％以上の建物がその法律に則っておらず、

無視しているような状況である。従って政府は、この法律を周知させ、守らせる必要がある。また、防災訓

練や災害・防災の情報がないので、防災対策に力を入れていくことが必要である。

マッシモ 氏
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■フロアーからの質問・コメント■フロアーからの質問・コメント

 

①　八王子では、特に外国人市民のために、避①　八王子では、特に外国人市民のために、避

難場所を市民センターにしているが、一般の難場所を市民センターにしているが、一般の

日本人は避難場所として使用できないのか。日本人は避難場所として使用できないのか。

また、小中学校など一般の避難場所に外国人また、小中学校など一般の避難場所に外国人

市民が来たときには、市民センターをすすめ市民が来たときには、市民センターをすすめ

るのか。るのか。

Ａ：外国人市民専用というわけではなく、日本人も

使用する。小中学校などの避難場所に外国人市

民が来たときの対応の仕方は課題で、今後検討

する。

②　イタリアでは、災害に対する心構えなどは②　イタリアでは、災害に対する心構えなどは

どのようになっているのか。また地震への備どのようになっているのか。また地震への備

え、例えば、家具が転倒しないように器具をえ、例えば、家具が転倒しないように器具を

つけるなどはあるのか。つけるなどはあるのか。

Ａ：学校や家でも防災について教育することはなく、

よく知らない人が多い。先日地震があった時も

対応は人それぞれであった。ただ、防災のパン

フレットなどができ始めたので、少しずつ防災

に対する意識が高まってくるのではないかと思

われる。

また、家具の転倒を防ぐ器具などはない。

 

③　日本では、小中学校で必ず防災訓練がある③　日本では、小中学校で必ず防災訓練がある

など、たとえ浅い知識ではあっても、防災のなど、たとえ浅い知識ではあっても、防災の

知識は広く一般的ある。イギリスでは、防災知識は広く一般的ある。イギリスでは、防災

や救命に対する知識は一般の人はどのくらいや救命に対する知識は一般の人はどのくらい

あるのか。また、日本で防災に対する知識をあるのか。また、日本で防災に対する知識を

広めていくにはどうすればいいと思うか。広めていくにはどうすればいいと思うか。

Ａ：イギリスでは、子どもの頃から防災に対する

訓練を行っている。例えば、ボーイスカウト

は 42 万人、その指導者は 8 万人いたり、St. 

John Ambulanceでは、正社員は 2500人、

ボランティアは 4500人いたりするなど、日本

と比較して、防災に対する知識の高い人は多い

と思われるが、確かにそういった訓練を受けて

いない人もいるし、忘れてしまっている人もい

るので、一般的にどのくらいあるのかを答える

のは難しい。

質疑応答

■古川さん■古川さん

イギリスでは洪水が多いこと、イタリアでは地震が多いことについて知らなかったので、いい勉強になった。

■ベルさん→古川さん■ベルさん→古川さん

Ｑ：避難生活について。どのくらいの期間、避難所に滞在することができるのか。

Ａ：数日間は可能であるが、実際のどのくらい滞在が可能かどうかはこれから検証していく。

■スッチーさん→古川さん■スッチーさん→古川さん

Ｑ：八王子市在住の外国人市民は、このような国際協会の取組を知っているのか。

Ａ：そこが今後の課題であり、今後どのように周知させていくか検討が必要であると考えている。災害ヘル

プカードは 5000 部つくり、大学、企業、モスク、教会などに配り、4000 部出たが、ただもらっただけで、

自分のものにするという意識は不足している。
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ただ、日本と比較して、訓練の期間も長いし、

テストの難易度も高いので、訓練をしてきた人

の防災に対する知識は高い。

防災に対する知識の広め方であるが、日常生活

に取り入れ、普段の生活の中で訓練をしていく

ことが大切である。

日本では、防災訓練が大々的に行われるが、年

に１回しか行われないことが多く、それでは身

に付けるのは難しい。身に付けていないといざ

という時に行動できない。

例えば、夜中に電気をつけないでトイレに行っ

たりすることで、地震などが起こり、停電になっ

たときにどう行動するかを訓練できる。こういっ

た小さな訓練は毎日できるし、小さな子どもで

もできる。このような小さな訓練の積み重ねが、

実際に地震などが起こった時に活きてくるので

ある。

上の質問に戻るが、イギリスでは、こういった

訓練が小さい時から行われるので、災害時でも

無意識で行動できる人は多いと思われる。

 

ワークショップ　～ぴっぴの防災ワークショップ

堀之内　陽子氏　（（特活）はままつ子育てネットワーク事務局）堀之内　陽子氏　（（特活）はままつ子育てネットワーク事務局）

①　はままつ子育てネットワークぴっぴについて①　はままつ子育てネットワークぴっぴについて

■ぴっぴの活動と子どもを守る防災ワークショプ■ぴっぴの活動と子どもを守る防災ワークショプ

はままつ子育てネットワークぴっぴは、2006 年

に子育て世代の人がほしい情報が集まりにくいとい

う状況を解決するために、子育て情報サイトを立ち

上げることから始まった。

現在、浜松市および周辺地域の人々に対する子

育てサポートを目的に、子育てに関する団体及び個

人の相互の情報交流をサポートし、地域社会におけ

る市民活動団体、行政、企業、学校などが連携す

るための環境を作り、豊かな地域社会の形成に寄

与して活動している。

具体的には、情報収集発信事業、講座・研修・調査・

研究・コンサルティング事業、男女共同参画事業な

どの活動を行っている。その中の講座の部分で、子

どもの防災を考える地域のネットワーク事業が組み

込まれている。

防災訓練というと敷居が高い、堅苦しい、近づ

きにくい、または、子育て中など忙しくて後回しに

なる、さらには近所との付き合いの希薄化というよ

うな側面がある。このような面を見つめ直し、地域

との日頃のネットワークの大切さを考えるために、

子供を守る防災ワークプロジェクトを立ち上げた。

ワークショップの開催、地域交流、情報ネットワー

クを作ることを目的に活動している。

堀之内　陽子 氏

災害時要援護者とは、自分の身を守るための適

切な防災行動がとりにくい人のことで、妊婦・子育

て中の母親も要援護者であるとの視点から、ぴっ

ぴ・浜松市社会福祉協議会・災害ボランティアコー

ディネーター、障害をもつ子どもの親の会・アレル

ギーの会などと共に、「子どもを守る防災ワークブッ

ク」を作成、このとき、外国人も「言葉の理解」と

いう面に置いて、「要援護者」になりうるという観

点にたっていた。

実際に避難生活を送ることになった場合に、例え

ば妊婦や子育て中の家族に不足しているものや支援

の必要性を感じてもその時には間に合わない。その

ために、日ごろから人任せにしないで防災に関する

集会や訓練などに参加して、何が必要なのかなどを

提言していく必要がある。

　自然災害は避けられないので、被害を出さないと

いう考え方から、被害を想定した上で、なるべく低
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減させていこうという考え方に変わってきている。

そこで、プロジェクトのスタッフが被災者にヒアリン

グし、新しい情報をプラスして「ぴっぴ家族の減災

ブック」を作成し、これをもとに講座・ワークショッ

プを行っている。

ワークショップでは、震災への備えとして、家

族会議で避難する場所や連絡方法を確認するこ

と、実際に避難経路を確認すること、日常の危険

物を教えること、命の大切さなどを伝えている。た

だ、講座を開き情報を提示するだけでなく、ワーク

ショップも一緒に行い、子どもたちへの啓発も行っ

ている。ワークには様々なものがあるが、例えば、「新

聞で作るスリッパ」、「ビニール袋で作るカッパ」、「君

は何を持って逃げるゲーム」、「ぴっぴちゃんを救え」

やアレルギーを持つ子供が避難生活を送ることを想

定した紙芝居、災害に備えて家族会議の必要性を

伝える紙芝居などもある。

②　ワークショップ②　ワークショップ

講座だけでは「防災」の堅苦しい印象が残る。ワークを加えることにより、楽しみながら学び、日頃の知

恵を活かして備える。身近にある物を工夫して代用する知恵を育むことが大切だということを知ってもらうこ

とを目的としている。

 

■新聞でつくるスリッパ■新聞でつくるスリッパ

災害時には、家の中でも、ガラス破損などにより床面が危険な状態になる可能性がある。身近にある新聞紙

でスリッパが作れれば、怪我をすることなく、安全に行動することができるし保温にもなる。

■ビニール袋でつくるカッパ■ビニール袋でつくるカッパ

雨や風、寒さやホコリから体を守ることができる。

災害時など緊急時は、人は体験したことしか行動できないものである。いざという時のために体験しておく

ことが重要である。

http://www.hamamatsu-pippi.net

NPO

http://www.hamamatsu-pippi.net

•

•

•

http://www.hamamatsu-pippi.net
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ビニール袋でカッパをつくる

新聞紙でつくったスリッパ

卵のパックをがれきに見立てその上を

歩いてみる
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分科会　4

●テ　ー　マ　　「わかる日本語」ワークショップ

 ～外国人にとって、「わかる日本語」は本当にわかりやすいか

●ね　ら　い　　日本語を学習する在住外国人は、「情報はわかりやすい日本語で書いてほしい」

と希望する人が多くなっています。それに応えるように、「わかる日本語」で情

報提供する動きが進んでいますが、在住外国人にとって本当にわかりやすいので

しょうか？ここでは、「わかる日本語」を利用する在住外国人にも参加していた

だくワークショップを通じて、「わかる日本語」のさらなるブラッシュアップを

求めます。

●コーディネーター　　中山　眞理子（NPO 法人多文化子ども自立支援センター 代表理事）

●ゲ　ス　ト　　クリスティーナ・ロドリゲス

ヒュムン・ウォン

●参 加 者 数　　36 名

■分科会の構成■

「わかる日本語」中山氏によるレクチャー

ワークショップ

グループに分かれ、課題文を「わかる日本語」にリライトし、それらを元に在住外国籍住民のゲスト2

名に口頭で伝える。彼らが理解出来る内容、難解な表現の伝達等を取り上げ、在住外国人にとって本当

にわかりやすい「わかる日本語」について考える。

「わかる日本語」中山氏によるレクチャー

中山　眞理子（NPO法人多文化子ども自立支援センター 代表理事）

（１）日本人と外国人とコミュニケーションを取る場合の相違は

以下の６項目にわたる注意点についてコメントがあった。

１．言葉遣い

２．話す速さ

３．相槌を打つ

４．要件の復唱

５．メモを取る

６．クッション言葉
中山　眞理子 氏
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（２）世界の Plain ○○語

全ての国民に対し情報を得る権利を保証する、という福祉的発想が起源。

移民を抱える国、EU 諸国、北欧に多く見られる発想。

特にスウェーデンでは、やさしいスウェーデン語の翻訳者養成・啓蒙機能も充実し、公式の

PlainSwedish 通訳を養成し、各分野でプロの職業として認められている。

そのほか、英国や米国の状況について説明があった。

（３）日本の Plain 日本語

スタートは「外国人」で、阪神淡路大震災後の各研究機関による研究により普及。

NHK による「NEWS WEB EASY」の開始、各自治体の生活便利帳発行、東京日本語ボランティア・

ネットワークによる「わかる日本語」研究会での取組、練馬区「練馬区国際交流・多文化共生基本方針」

に基づく研修開催等について紹介があった。

（４）やさしい、わかる日本語の必然性

・New Comer が増加し、多文化共生社会が進展している。

・通訳、翻訳では対応できない多様性

多くの自治体では英語、中国語、ハングルのみの対応となっている。多言語対応は、人的、

経済的に限界が生じる。

・マイノリティーへの対応

マイノリティーは言語だけではなく情報伝達、利便性等あらゆる弱さを抱える。

マイナーな言語の場合、翻訳のチェック機能がないために伝達情報内容の真偽確認ができな

い。→「わかる日本語」の必要性

・「わかる日本語」3 つのゲージが必要

①行政文書：非常に厳しい枠組み

② NHK など

③フリーな立場の担い手

情報難民を出さないように、できるだけゲージを低くする必要がある。。

（５）ワークショップに向けて：一番下のゲージに合わせて行う。

①対象

・日本に住む日本語を母語にしない、簡単な日常会話ができる人。

・漢字圏なら 6 か月以内、非漢字圏なら 6 か月～ 1 年くらいの日本滞在歴。

・ひらがな、カタカナがわかる人。

②話す速度

・ゆっくり、相手の速さに合わせる。

③情報

・受け取る側にとって何が必要かを考える。
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・品格よりも情報が伝わるかが第 1 条件。

・必要に応じて情報をそぎ落とす、順序を変える。

・言い換え等を用い、全体で情報が伝わればよし。

④文表現：短くする。

・一つの文に、主語と述語が１つずつ。

・1 つの文に 1 つの情報。

・「尊敬語」「謙譲語」を使わず、「です・ます」の文体にする。

・否定表現は避け、肯定表現を用いる。

・二重否定を用いない。

・曖昧な表現は避ける。

・文末表現は単純化（受身・使役・使役受身等）を避け、できる限り統一。

・動詞活用を単純化し、学習しないと使えない文法は使わないようにする。

⑤言葉

・日常生活で使う言葉を用いる。（日本へ来て６か月程度の語彙力）

・外来語は避ける。

・カタカナ語は本来の意味との相違や発音等により通じない場合がある。

・擬態語、擬音語は中級レベルなので、できるだけ避ける。

・どうしても必要な言葉はそのまま使い、言い換えて説明する。

 

ワークショップ

課題文を 8 つの班ごとに分れ「わかる日本語」にリライトする。それを元に各班代表者が口頭で伝達し、

ゲストにその内容が理解できたかどうか、分からなかった語句や表現などについて指摘してもらう。

■課題 1 ■■課題 1 ■

4つの課題を 8 つの班で分担し、「わかる日本語」にリライトする。

【課題 1 － 1】地震の時（エレベーターの中にいる場合）【課題 1 － 1】地震の時（エレベーターの中にいる場合）

中山

・まず前提として、エレベーターの中にいるということを伝えた方がよい。

・「地震です」

・エレベーターは「押します、止まります」「止まりました、出ます。階段で逃げます」。

 

【課題 1 － 2】交通事故の時【課題 1 － 2】交通事故の時

ゲスト

・「公衆電話」「事故」「次のことを言います」「ぶつかる」がわからない。

・「どこにいるかわからないときは近くの大きな建物を言います」が長い。
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中山

・「ぶつかる」は中級用語。

・「いつ」「どこ」は「私」に主語を変えて文章にし、実際に警察に話すときと同じように具体

的に言って誘導する。「私の名前は○○です」「○時○分です」「私の電話番号は○○○です」

など。

解答例（後半部分）

「あなたは今どこにいますか。わかりません。そのとき、見ます。あっ、大きい建物です。そ

の名前は何ですか。その大きいビルの名前を言います。わからないとき、日本人に電話を渡し

ます。日本人が言います。」

【課題 1 － 3】振り込め詐欺【課題 1 － 3】振り込め詐欺

中山

・まず「悪い人がいる」という前提がないと、そのあとの内容もわからない。

解答例

「悪い人がいます。嘘を言います。」

「もしもし、おばあちゃん、私、けがをしました。病気です。お金が要ります。今すぐお金を

ください。銀行にすぐ入れてください。」

「あれ？ちょっと変です。変な電話です。そのときは、あなたの家族に言います。そして、お

金を渡しません。そして、気を付けます。」

【課題 1 － 4】ペット【課題 1 － 4】ペット

ゲスト

・「捨てる」「連れて行く」がわからない。

・「毛」を「ケーキ」だと思った。

中山

・「ペットの毛」ではわからない。

・具体的な例を挙げた点はよかった。

・「ルール」は用いず、「他の人が嫌いです」と言う。

■課題２■■課題２■

さまざまな募集の文章を課題 1と同様にリライトする。

何を省いてどのようにまとめるかがポイントとなる。

【課題 2 － 1】リレー相談会の案内【課題 2 － 1】リレー相談会の案内

中山

・「相談にのって解決します」という意図が伝わらない。
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解答例

「あなた、家族、友達に問題があります。そのとき、行きます。そして、話します。

偉い先生が『こうしてください、大丈夫です』と話します。それを聞きます。」

「いつですか。3 月 10 日、日曜日です。2 時から 4 時です。」

「電話、メールをしてください」

「とてもいい先生が話します。でも、タダです。」

「英語、中国語、韓国語、ドイツ語も大丈夫です。」

【課題 2 － 2】農園利用者の募集【課題 2 － 2】農園利用者の募集

解答例

「あなたは野菜が作りたいです。でも場所がありません。その時、借ります。」

「30 人だけ野菜を作ることが出来ます。他の人はだめです。1 年、5 万円です。」

【課題 2 － 3】書き損じハガキの収集【課題 2 － 3】書き損じハガキの収集

解答例

「ハガキを書きました。あー、間違えました。そのとき、ハガキを捨てません。」

「郵便局へ出します。お金が来ます。それで、このハガキをここに送ります。」

「これはチャイルド・ファンド・ジャパン。ネパールに子どもの学校を作ります。」

「そこにハガキをあげます。ですから、捨てません。ここに送ってください」

【課題 2 － 4】スタッフ募集【課題 2 － 4】スタッフ募集

ゲスト

・「社会保険」がわからない。

中山

・機構についての単語は難しい。社会保険等の細かいことは外してもいい。

・まずその仕事に興味があるかどうかを聞く。

■最後に講師から■最後に講師から

従来は課題 1までを実施したが、課題 2 は今回初めての試みであり、大量にある情報の中から何を省き、

どのようにまとめていくかという力を問われる内容であった。

今回参加された方の多くは、ボランティア活動等を通して日常的に外国人に接しているのではないか。そ

のような経験が全くない方は課題２についてはお手上げである。皆さんが日常的に多文化共生の社会づくり

の担い手であることを実感することが出来、仲間が増えていくことを大変嬉しく思う。

先に述べたように日本語には３つのゲージが必要。今まではそのうちの真ん中レベルへのアプローチが主

であった。６か月～１年間の滞在者向けの「わかる日本語」によって、情報難民が出ないような社会が作れる

ように、そのゲージを皆さんに作っていってほしい。
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課題について各班で話し合う

「わかる日本語」へリライト

班の代表は 2 人に口頭で伝える

ゲストはその内容を理解できるか
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